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• 本発表内容は発表者の個人的な見解であり、

国立環境研究所及び環境省などの諸機関の考

えを示すものではございません。

• COI開示：本発表に関連して開示すべき利益

相反関係に該当する項目はありません。

免責事項



本日の内容

1. 化学物質規制の文脈で行われている生態リスク評
価手法の要点

2. 生態毒性QSARと「KATE」について

3. KATEにおける予測手法

4. KATE2025の使用方法

5. KATE2025の予測性能について

6. 生態毒性QSAR予測の最新動向
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1. 化学物質規制の文脈で行われて

いる生態リスク評価手法の要点

（生態毒性QSARの説明の前に）

化審法を例として



規制の文脈で行われている生態リスク評価の例 （化審法の場合）

• 化審法のもとで行われる生態リスク評価の対象
・水生生物（3生物種：藻類、ミジンコ、魚類）
・底生生物

• ３生物種（OECD推奨）の慢性毒性の最小値にて評価する

• 慢性毒性が得られない場合は”ACR: Acute-Chronic Ratio”を導入して急性毒性値を変換

• 生態リスクの判定方法

PNEC: Predicted No-Effect Concentration  予測無影響濃度 （有害性）

PEC: Predicted Environmental Concentration 予測環境中濃度 （曝露）

リスク判定基準 PEC / PNEC ≧ 1  
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規制の文脈で行われる生態リスク評価の例 （化審法の場合）
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PNEC = Min {毒性値(急性、慢性） ÷ UFs} 
※UFsは下表に従う

化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス
（第III章 生態影響の有害性評価 Ver.1.0)
https://www.env.go.jp/chemi/kagaku/h260626.html

https://www.env.go.jp/chemi/kagaku/h260626.html


藻類生長阻害試験
（急性：EC50

 慢性：NOEC, EC10）

魚類 ミジンコ（甲殻類） 藻類

Pseudokirchneriella subcapitata
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使用する生物種と標準試験法

ミジンコ急性遊泳阻害試験

ミジンコ繁殖阻害試験
（慢性試験, NOEC）

魚類急性毒性試験
（影響内容：死亡, LC50）

魚類初期生活段階試験 （慢性試験）
（影響内容：ふ化、ふ化後生残、成長など, NOEC）

OECD TG201

(EC50)
OECD TG202

OECD TG211

OECD TG203

OECD TG210
※ OECD: 経済協力開発機構

※TG201では、多くの場合
急性毒性値、慢性毒性値
の両方が得られる



TG210 TG203 TG212 TG236(FET)

目的 致死影響（急性毒
性）および亜致死影
響（慢性毒性）

致死影響
（急性毒性）

致死影響（急性毒性）
および亜致死影響
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魚類試験法の比較 (国環研：山岸主幹研究員より）

TG203  
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生態リスク評価における有害性評価（を行う際）の課題
• 3生物群の慢性毒性評価が水生生物生態系の保全になるのか？

• 急性毒性から慢性毒性へのACRの適用は妥当か？ などなど

→これらは基礎科学（純粋科学）と規制科学（レギュラトリーサイエンス）の間の
ギャップであり、基礎科学研究の発展とともに規制におけるリスク評価手法も発展させ
ていくことが重要

実務的な有害性評価の面における課題

・3生物群の慢性毒性値が得られることは少ない

・急性毒性値についても、生産量の多い新規物質については化審法審査時の義務になっ
ているが、既存物質については3生物群のデータがそろわないことも多い。

→これらのデータギャップについて推定する手法  QSARや類推など

（注）現時点では行政上、実測値と同じ信頼性を持たせることはできない。
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2. 生態毒性QSARと「KATE」に

ついて



• 化学物質の構造上の特徴（物理化学的なパラ
メータを含む）と生物学的活性（毒性や薬効
など）との間に成り立つ関係のこと

• 定性的な関係の場合： SAR
定量的な関係の場合：QSAR
両者をあわせて(Q)SARと
表記する場合もあります

QSARとは

QSAR (定量的構造活性相関)
Quantitative Structure-Activity Relationship
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生態毒性予測システム「KATE」(ケイト)とは

• KATE (KAshinhou Tool for Ecotoxicology)

環境省の請負業務として、国立研究開発法人 国立環境研究所 環境リスク・
健康研究領域において、研究・開発されている生態毒性QSARシステム

• 最新バージョンは KATE2025 version 1.1(2025年8月25日版）

https://kate.nies.go.jp/

• KATEを構築している参照物質データは、環境省が実施した生態影響試験*結果
（魚類、ミジンコ、藻類）及び米国環境保護庁(USEPA) の ファットヘッドミ
ノー・データベースの魚類急性毒性試験結果

* 環境省による試験は、OECDの定めたテストガイドラインに準拠した方法により、
環境省の優良試験所基準 (GLP: Good Laboratory Practice)に適合している試験施
設において実施されている。
https://www.env.go.jp/chemi/sesaku/seitai.html
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KATE2025で予測可能な生態毒性の種類
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生物群
急性/慢性

生物種 試験 試験期間 毒性指標

魚類急性
メダカ (Oryzias latipes)
およびファットヘッドミノー
（Pimephales promelas）

魚類急性毒性試験
（OECDテストガイドライン203）

96-hr LC50

ミジンコ急性
オオミジンコ
（Daphnia magna）

ミジンコ遊泳阻害試験
（OECDテストガイドライン202）

48-hr EC50

藻類急性
ムレミカヅキモ 
(Raphidocelis subcapitata)*2

藻類生長阻害試験
（OECDテストガイドライン201）

72-hr EC50

魚類慢性 メダカ (Oryzias latipes)
魚類初期生活段階毒性試験

（OECDテストガイドライン210）
約 40-day*1 NOEC

ミジンコ慢性
オオミジンコ
（Daphnia magna）

ミジンコ繁殖試験
（OECDテストガイドライン211）

21-day NOEC

藻類慢性
ムレミカヅキモ 
(Raphidocelis subcapitata)*2

藻類生長阻害試験
（OECDテストガイドライン201）

72-hr NOEC

*1 （魚種やふ化日数によって試験期間が異なります）
メダカの場合の曝露期間 （胚期 約10日＋ふ化後30日＝約40日）

*2 旧名：Pseudokirchneriella subcapitata



KATE2025ver1.1 で使用されている
生態影響試験結果数（n）と QSARクラス
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生物種
急性/慢性

使用している生態影
響試験結果数

(n)

3条件(R2≧0.7, 
Q2≧0.5, n≧5)全てを
満たすQSARクラス

条件を満たさない
QSARクラス*

魚類急性 1079 51 70

ミジンコ急性 486 28 77

藻類急性 554 11 69

魚類慢性 33 3 7

ミジンコ慢性 384 12 77

藻類慢性 534 16 83

* 条件を満たさないQSARクラスの結果も表示できます (後述)
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生態毒性予測に関するQSARソフトの例
名称 開発元 記述子 予測する毒性の種類 その他

KATE 環境省、国立環境研
究所環境リスク・健

康領域

logP (オクタ
ノール/水 分

配係数）

藻類・ミジンコ・魚類の急性
毒性と慢性毒性 (2025 ver1.1)

・適用領域の判定：構
造、logP(記述子)

ECOSAR 米国環境保護庁
(USEPA)

主にlogP 魚類・甲殻類・藻類
急性毒性

魚類・甲殻類・藻類
慢性毒性(NOECとLOECの幾何

平均(ChV))

・適用領域の判定：
log P (記述子)

TIMES ブルガリア
ブルガス大学

logBCFtox, 
LUMO等

魚類・甲殻類急性毒性等 ・適用領域の判定：構
造、記述子

・有償

(参考)
OECD QSAR 

Toolbox

OECD、EU 任意 (ユーザー
が選択)

任意 ・適用領域：
ユーザーが判断

・ユーザーがQSAR式
を構築することも可能

←KATEをAddinとしてOECD QSAR Toolboxに組み込むことも
できます。（後述）



KATE開発の歴史 (KATE2011系列)

１）KATE2011系列 (開発終了）

2008.01 生態毒性予測システム（KATE ver0.1）試用版利用開始
化学物質の部分構造から 魚類、ミジンコの急性毒性試験における生態毒性を予測

2009.03 スタンドアロン版 KATE on PAS
インターネット版 KATE on NET 公開

2011.03 KATE2011として公開

2016.02 KATE2011 最終更新、開発終了

2024.03 KATE2011 on NET 公開終了
（KATE on PAS は 限定的に配布継続

https://kate.nies.go.jp/onpas-ja.html）
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KATE開発の歴史 (KATE2017系列)
・ Mar 29, 2018 KATE2017 on NET β版を公開
       （KATE2011からの大きな変更点）

- 参照物質データの追加
- QSARモデルの大幅な変更
- 部分構造検索方式をFITSからSMARTSへの変更
- 藻類急性・慢性毒性の追加（藻類生長阻害試験 EC50及びNOEC）
- ミジンコ慢性毒性の追加（ミジンコ繁殖試験 NOEC）
- 魚類慢性毒性の追加（魚類初期生活段階毒性試験 NOEC）
- 限度試験データの導入（表やグラフに出力され構造判定にも使用）
- 英語化

・ Jan 30, 2019 KATE2017 on NET (version1.0)を公開
     （主な変更点）- 複数物質の予測機能追加

・ Feb   3, 2020 KATE2020 version 1.0を公開
     （主な変更点） - 参照物質の記述子 log P の推定方法をClog P からKOWWINTMに変更

(米国環境保護庁承諾済）
- Log P > 6.0 である参照物質はQSARモデルから除外
- QSARモデルに使用されていない物質 (Support Chemicals: log P>6.0の
物質データ、不等号付きデータ、外れ値）を参考情報として表示 
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KATE開発の歴史 (KATE2017系列、つづき)

・ Mar 27, 2025 KATE2025 version 1.0を公開

（主な変更点） -全ての生態影響試験結果を最新のテストガイドラインに基づいて見直し

・毒性値の再計算が必要なものは最新のテストガイドラインに基づいて
再計算を実施

   ・異性体混合物等、一部の参照物質をサポートケミカル
（回帰式の構築に使用されない物質）に変更

-トレーニングセットデータの追加

- QSAR モデルの更新

-ユーザインタフェースの改良

・ Aug 25, 2025 KATE2025 version 1.1 (現行版）を公開

（主な変更点）-軽微な修正など

・ March, 2026 KATE2025 version 2.0 を公開予定

詳細は https://kate.nies.go.jp/ の更新履歴参照

https://kate.nies.go.jp/


３．KATEにおける予測手法

・構造クラス分類

・log-log 回帰



KATEにおける構造クラス分類のイメージ

Y軸は log (1/毒性[mmol/L])
なので、上に行くほど
毒性が強い（毒性値が小さい）

※ KATEやECOSARは化学物質の構造クラス（≒QSARクラス）によって、
別々のQSAR回帰式を作成し、毒性を予測しています。 20



unreactive

予測毒性値（魚類急性）: 14 mg/L

[R2: 0.60, Q2: 0.54, n: 20(2)]
Log P判定: in, 構造判定: in

（その他複数のクラス）

reactive

alcohol phenol nitro

unreactivereactive

nitro unreactive

予測毒性値（魚類急性）: 35 mg/L

[R2: 0.73, Q2: 0.69, n: 26(5)]
Log P判定: in, 構造判定: in

phenol reactive

KATE による構造クラス・
QSARクラス分類(概念図)
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KATEの化学物質クラスの大分類

酸素を含む

窒素を含む

酸素と窒素を含
む

大分類
キーとなる

部分構造ID
部分構造名 SMARTS

3034 carboxylic acid C(=O)O [#6;$([#6](=[#8])([#6])[#8H1])]

4760 -SO3H, Sulfonic Acid, sulfo-, -sulfonic acid [C,c,O]S(=O)(=O)[O;$([OH1]),$(O[Na,Li,K])]

2 alcohol 3046 alcohol COH [#6;$([#6][#8;H]);!X3;v4]

3031 ketone CC(=O)C [#6;$([#6](=[#8])([#6])[#6])]

3036 aldehyde [#6H1;$([#6](=[#8])[#6])]

3032 ester CC(=O)OC [#6;$([#6](=[#8])([#6])[#8][#6]);!$([#6](=[#8])([#6])[#8][#6]=[O,S,N])]

3145 acetal [#6X4;$([#6]([#8])[#8])]

5 ether 3044 ether general [#8H0;!$([#8]C=[O,N,S]);!$([#8]C[#8]);$([#8]([#6])[#6])]

6 phenol 3047 phenol cOH [OX2H][cX3;$(c1ccccc1)]

7 amine primary 3100 amine CNH2 [#7X3H2;!$([#7][*v6]);!$(N[#6](~[#7,#8,#16]))]

3110 amine CNH1 [#7v3X3H1;!$([#7][!#6]);!$([#7][*v6]);!$([#7][#6](~[#7,#8,#16]));!$([#7r5H1](a)a)]

3120 amine CNH0 [#7v3X3H0;!$([#7][!#6]);!$([#7][*v6]);!$([#7][#6](~[#7,#8,#16]))]

9 aromatic n 4911 aromatic n [n]

10 hydrazine 3210 NN, hydrazine general, not in ring [Nv3X3R0;$([N][Nv3X3])]

11 nitrile 3104 nitril C#N [N;$([#7X1]#[#6X2])]

12 amide 3123 amide [#7v3X3;$([#7][C](=O)[!N;!S;!O;!P]),$([#7][CH1](=O));!$(N~[N,S,O]);!$(N(C=[N,O,S])C=O)]

13 carbamate 3041 carbamate general NC(=O,S)O,S [#7v3X3;$([#7][#6R0](=[O,S])[O,S])]

14 nitro 3130 nitro N(=O)=O [$(N(=O)=O),$([N+](=O)[O-])]

15 phosphorus 5018 Phosphorus [P] [#15]

3234 SH thiophenol [Sv2X2H1;$(Sc1ccccc1)]

3235 SH mercaptan, not hindered [$([Sv2X2H1][CX4v4]);!$([Sv2X2H1]C(CC)(CC)CC)]

3535 disulfide exception [#16v2X2H0;$([S]([#6X4H3,c])[Sv2X2H0][#6X4H2,c])]

3536 disulfide general [#16v2X2H0;$([S]([#6X4,c])[Sv2X2H0][#6X4,c])]

3537 2-mercapto-thiazol [#16v2X2H1;$(S[cr5]([sr5,or5])[nr5])]

17 halogen 4507 halogen [F,Cl,Br,I]

4911 aromatic n [n]

4912 aromatic o [o]

4913 aromatic s [s]

3106 azo N=N [NX2;$(N=N)]

4541 epoxide monocyclic [#8r3;$([#8]1[#6R1][#6R1])]

3108 imino C=N-, guanidine [#7v3X2;$(N=[Cv4X3]);!$(N[N,O,S])]
Others

etc
・

・

・

8 amine sec, tert

16 sulfur

18 heteroatomatic

1 acid

3 aldehyde, ketone

4 ester

リンを含む

硫黄を含む

その他

細分化

その他 催眠作用 (Narcotic*)という大分類があります。
   *ECOSARでは、Neutral Organics class (baseline toxicity)と呼ばれます。
分類されないものは ”Unclassified” のクラスに割り当てられ、デフォルトでは表示されません。 22



4．KATE2025の使用方法



KATEのホームページ

• 「kate qsar」「kate2025」等で検索してください
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KATE2025の入口
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①チェックを入れる

②クリックする



入力画面

• アップデートにより画面は変わる可能性があります

• データはサーバーに送信されますが、予測後に削除され、サーバーには残りません
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複数物質予測（バッチモード）

一物質予測



入力画面（下部）

• クラス分類の定義等を閲覧可能
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物質データの入力
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SMILES入力後にクリックして予測開始

①手動でSMILESを入力

②CASまたは物質名を入力後にクリックして
SMILESを取得（外部のサービスを利用）

③エディタを起動して構
造式からSMILESを取得

②で取得した情報

• SMILESの入力には３つの方法がある



一物質の予測結果
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予測対象物質の情報

予測結果
チェックを外すと全てのQSARクラスの情報が表示される
(デフォルトではR2≥0.7、Q2≥0.5、n≥5を満たすもののみが表示される)

手動で入力したLogPの値を用いて予測値を計算することも可能

予測毒性値 適用領域の判定結果

LogP 構造

回帰式の統計指標

括弧外：回帰式の構築に使用される物質数
括弧内：回帰式の構築に使用されない物質数



一物質の予測結果

• 全てのQSARクラスを表示した状態
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クリックするとQSARクラスの詳細画面（Verify QSAR画面）へ移動



Verify QSAR画面（上段）
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LogP対毒性値のグラフ

確定値の毒性値データ
回帰式に使用される

不等号付き毒性値データ
（>100 mg/L等）
回帰式に使用されない



Verify QSAR画面（上段）
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グラフ上で最後にクリックした物質の情報

クリックした物質のデータ
ポイントの形が変わる



Verify QSAR画面（中段）

• QSARクラスに含まれる物質の情報（LogPが小さい順に物質が並んでいる）
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予測対象物質との類似度
LogP(X軸の値)、実測毒性値(Y軸の値)



Verify QSAR画面（中段）

• 物質情報の表示方法を変更することが可能
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ここをクリックした場合



Verify QSAR画面（下段）
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クラス分類の定義

予測対象物質に含まれる部分構造の種類とその定義



適用領域の判定について（LogP）

• 予測対象物質のLogPの値が、回帰式の構築に使用される物質の最小LogPと最大
LogPの範囲内にあれば”in”(適用領域内)、そうでなければ”out” (適用領域外)
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適用領域の判定について（構造）

• QSARクラスの回帰式の構築に使用される物質に、予測対象物質に含まれる構造
判定用部分構造（酸素・窒素等のヘテロ原子、皮膚感作性・農薬に関する部分構
造等）を持つものがある場合”in”、そうでない場合”out”

• “out”について別の言い方とすると、「予測対象物質に含まれる構造判定用部分構
造を持つような物質は、回帰式に含まれない」
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予測対象物質に含まれる構造判定用部分構造

QSARクラスの構築に使用される物質



KATE2025で定義されている部分構造

• 入力画面下部に部分構造一覧へのリンクがある
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予測結果の印刷機能
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クリックすると予測結果の印刷画面へ移動



複数物質予測の入力形式
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クリックして入力するテキストファイルの
中身の説明を表示

クリックして入力するテキストファイルを選択

SMILESのみ含める場合

SMILES以外(CAS、LogP等) も含める場合

一度に1,000物質同時に予測可能



複数物質予測中の画面
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おおよその進行状況
（プログレスバーが毎秒進む）

予測完了に必要なおおよその時間
（カウントダウンしない）



複数物質の予測結果画面
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クリックして予測結果をテキスト
ファイルとしてダウンロード

エラーのあった物質数/全物質数



複数物質予測結果画面

• エラーのあった（予測できなかった）物質の情報のみの表示が可能
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クリックしてエラーのあった物質のみを表示



複数物質予測結果ファイルの中身

• エラー内容はテキストファイルに記載されません
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QSAR Toolbox KATE Addinのダウンロード
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Addinのインストール
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QSAR ToolboxでのQSAR予測の手順
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①

②

③

④

⑤

⑥
統計指標の基準を満た
すQSARクラス且つ
LogPと構造の両方が
適用領域内の予測結果
のみが取り込まれる



5．KATE2025の予測性能について



KATE2025の予測性能

• J-CHECK(https://www.nite.go.jp/chem/jcheck/list7.action?category=240&request_locale=ja)から
化審法の新規公示化学物質の実測毒性値を収集
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KATE2025の予測性能

• 収集したデータ数：魚類急性：96、甲殻類急性：121、藻類急性：102

• KATE2025に加えてUS EPAのECOSAR2.2を使用

• KATE2025はECOSARと比較して、①適用領域内に入る物質の割合は低いが、
②適用領域内の予測値は当たりやすい（実測毒性値との比が１オーダーの範囲に
入る割合が高い）

• 予測性能や適用領域はQSARモデルによって異なるため、各モデルの特徴を理解
して使用することが重要
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魚類急性 甲殻類急性 藻類急性

KATE ECOSAR KATE ECOSAR KATE ECOSAR

①適用領域内の予測値が得られた物質の割合 60% 78% 55% 79% 45% 85%

②(適用領域内の物質について) 予測値と
実測値の比が１オーダーの範囲に入った割合

91% 77% 91% 78% 80% 69%



6．生態毒性QSAR予測の

最新動向



OECD QAF 2nd Edition (2024)

• QSAR等の予測及び複数の
予測に基づく結果を評価す
るための枠組み

• ガイダンスの主な対象者は
規制当局

• QAFを補完するため
QMRF(QSAR Model 
Reporting Format)及び
QPRF(QSAR Prediction 
Reporting Format)を更新

52



個別の予測に対するQAF
• これまではモデルに対する評価枠組みはあったが、

個別の予測結果自体に対する国際的な（信頼性）評価枠組みは存在しなかった。
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評価の観点

• QSAR予測結果が利用に適していることを確証するため、モデル製作者や使用者は
QMRFとQPRFによってQSARバリデーション原則に基づくことを示す

• OECD QSARバリデーション原則(OECD, 2007)

1) a defined endpoint

2) an unambiguous algorithm

3) a defined domain of applicability

4) appropriate measures of goodness-of–fit, robustness and predictivity

5) a mechanistic interpretation, if possible

• QAFにおける評価ではQSARバリデーション原則に基づき、評価のための４つの原
則（OECD (Q)SAR Prediction Principles）を定義

1) the model input(s) should be correct;

2) the substance should be within the applicability domain of the model;

3) the prediction(s) should be reliable;

4) the outcome should be fit for the regulatory purpose.
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複数の(Q)SAR予測を用いて、最終的な予測結果を得る場合のQAF
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Conclusion on the final

result

Compile only when multiple predictions are considered

Principle Assessment element Weight Outcome Uncertainty Comments

5.1 Correct determination of the final result from individual predictions High

Uncertainty

(final result)

Outcome of the

assessment

(final result)

Comments

例

Principle Assessment element Weight Outcome Uncertainty Comments

Default values precompiled

1.1 Clear and complete description of the input and model settings High

1.2 Input representative of the substance under analysis High

1.3 Reliable input (parameters) Medium

2.1 Substance within the applicability domain High

2.2 Any other limitation of the model is considered High

Substance within the applicability domain of a valid model

Prediction 1
when more than one prediction is considered, add a comment here to identify to which prediction the checklist refers to (e.g. model name and/or predicted structure)

Correct input(s) to the model

Result Checklist
(一部)

Model Checklist
(一部)

評価のためのチェックリスト群（Excel形式）

Principle Assessment element Weight Outcome Uncertainty Comments

Default values precompiled

1.1 Clear and complete description of the input and model High

1.2* Input representative of the substance under analysis High

1.3 Reliable input (parameters) Medium

2.1 Substance within the applicability domain High

2.2 Any other limitation of the model is considered High

when more than one prediction is considered, add a comment here to identify to which prediction the checklist refers to (e.g. model name and/or predicted structure)

Prediction 2 (compile in case of multiple predictions, add additional copies when more than two predictions are considered)

Correct input(s) to the model

Substance within the applicability domain of a valid model

Predictions Checklist
(一部)



環境省 化学物質環境リスク初期評価等への活用

• 生態リスクの「総合的な判定」の評価の材料としてQSAR+類推の活用

化学物質の環境リスク初期評価ガイドライン（令和6年11月版）に別添４追加
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環境省website
化学物質の環境リスク初期評価関連

https://www.env.go.jp/chemi/risk/

・実施対象物質を限定
（年間数物質のみ）

初期評価における判定の流れ
1) PEC / PNEC 比による生態リス

クの判定

2) 総合的な判定

https://www.env.go.jp/chemi/risk/
https://www.env.go.jp/chemi/risk/
https://www.env.go.jp/chemi/risk/


つづき

初期評価においての類推の
特徴（簡便化）

• QSARで推定出来なかった
場合に「QSAR式構築に使
用された毒性値」等のみ
で検討する
（毒性値の信頼性評価が
終わっているデータのみ
活用）

• 定量的類推だけではなく、
定性的な毒性傾向の推定
を検討する
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生態毒性予測に関する今後の展開

1) KATEについて

・化審法の新規公示物質を参照物質として追加したモデルの作成

・（構造クラス分類）＋（Log P と毒性とのlog-log回帰）

以外のアルゴリズムを用いたモデルの作成

2) 生態毒性予測手法の活用について

・環境リスク初期評価におけるQAFを用いた生態毒性予測結果の

（信頼性）評価手法の一般化（現在は、専門家判断に頼っているため）

・Weight of Evidence (証拠の重み付け） への生態毒性QSARや類推手法の適用
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本システムで得られた予測結果は、十分な予測精度を保証するも

のではありません。化学物質の生態毒性影響の程度について、参

考値を得るためのツールの一つとしてご利用ください。

「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）」に

基づく届出に必要な生態毒性試験結果として利用することはでき

ません。

KATE2025の活用における免責事項
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ご静聴ありがとうございました
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